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DESHIMAチーム

我々は、一つのチップ上で分光機構と検出機構を集積できる超伝導フィルターバンクを用いたミリ波サブミリ
波分光器であるDESHIMA (DEep Spectroscopic HIgh-redshift MApper)の開発を進めている。我々は (1) 大気、
望遠鏡、DESHIMA を経由して取得したデータのノイズ等の定量的な評価のため、(2) より良い観測法、データ
校正手法の開発のため、および (3) 周波数方向に相関した大気雑音の除去手法の開発のために、DESHIMA の出
力を計算するシミュレータを開発した。このシミュレータは、連続波のスペクトルといくつかの周波数を指定し
た輝線スペクトルをもつ天体を仮定し、その天体をラスタースキャン観測およびポジションスイッチ観測で観測
した際、大気、望遠鏡、DESHIMA を経由することでどのような観測データが得られるのかを求めることができ
る。このシミュレータの開発がほぼ完了し、シミュレータの動作確認、擬似観測などから、以下の結果を得た。(1)
大気雑音のローディングパワーを再現できた、また (2) シミュレータで行なった複数の手法での擬似観測の結果
から、ダミー天体のマップや周波数スペクトラムを再現できた。さらに、本年 2017年 10月–11月のDESHIMA
のASTEでのコミッショニングで使用された、主成分分析 (PCA) 法を用いた大気雑音の相関成分を除去する手
法についても、開発したシミュレータを用いて評価を行なっている。今後、このシミュレータを活用してデータ
の較正手法の改良と、大気雑音の新しい除去手法の開発なども行う予定である。


